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要要要要

一般会計 担当課

事務事業名

会計区分

担当部

根拠法令・個別計画

～平成１２年度以前

21‐5

堤防天端や隣接遊休地を利用して、歩行者が安全に通行できるように、堤防部においては

舗装やフェンスの整備をまた、遊休地においては休憩園地の整備を行う。

職員は、工事等の設計、施工に関する監理を実施している。

平成23年度は、大山川、境川、入鹿用水路敷の緑道整備工事、合瀬川、大山川の緑道整

                        備実施設計をおこなった。

平成24年度は、合瀬川、大山川、境川緑道整備工事、境川緑道の高速道路剥落対策工事

                        実施設計を行う予定。

【H24直接経費内訳】

河川の堤防天端等を利用し地域住民が安全で快適に散策やジョギングに利用できるよう整

備する。

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

都市基盤

8

総合計画

分野別計画

予算区分

小牧市緑の基本計画、小牧市都市計画マスタープラン

公園・緑地・緑道

事業期間

緑のネットワークを強化する

4

担当係

5

平成３０年度以降

みどり公園課

公園整備係

21

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円 9,3009,700

0

0.00

0

0.00

2,665

50,665

その他財源

43,968一般財源

12,000

0

4,264

0.80

0.00

57,936

88.2

45,036

3,600
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無

対前年比

61,404

人件費

費

用

正職員

費用合計

従事者数

その他職員

受益者負担

0.80従事者数

0.00

直接経費

【H24直接経費内訳】

　　工事費　　(45,355千円)

　　委託費　    (2,573千円)

     原材料        (574千円)

【H25直接経費内訳】

     工事費　　(48,000千円)

平成25年度は、合瀬川、大山川、境川緑道の整備工事を行う予定です。

（手段）

48,502

Ｈ23決算額 Ｈ24決算額
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H25H22

　緑道整備については、地元の関心も強く、継続的に進める事業であり、事前に地元

調整し、工事施工する必要がある。

　また、河川堤防を利用することの多い整備事業であり、県の河川管理者との調整、

許可に多くの時間が必要となっている。
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8.3

活動指標名

整備延長

成果指標名

整備延長 ㎞

8.3

H23

9.0

H24

事業番号

H23

事業の

達成状況

　平成24年度は、境川緑道整備事業において、一級河川の堤防本体の構造的問題も

あり、当初計画事業延長（Ｌ＝220ｍ）の8割程度を整備した。

　大山川、合瀬川の緑道については、計画どおりに整備を進めることができた。

8.2
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改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

許可に多くの時間が必要となっている。

　地域住民が安全で快適に散策やジョギングを行ったり、通学路や災害時の避難路と

して利用できるよう、今後も緑の基本計画に基づく整備が必要であるため。
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方方方方

向向向向

性性性性

２６年度以降

の改善案

　これまでの施設と同等の機能を確保しつつ、より安全で安価な製品や材料を使用す

るなどコスト縮減を図り、整備方針など地元区と協議を行うなど、安全で安心な空間を

確保する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

　緑道の全ての施設を見直して、地元の要望等も参考により安全で安価な製品を使

用する。

　公共施設や公園等を結ぶネットワークの形成が図られず、地域住民が安全で快適

に散策やジョギングを行ったり、通学路や災害時の避難路として利用できなくなる。
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一次評価のとおり。


